
ご自分の論文数・被引用数の集計方法                

（Web of Science「引用レポート作成」機能の利用方法） 
 

引用索引データベース Web of Science の「「「「引用引用引用引用レポートレポートレポートレポートのののの作成作成作成作成」」」」機能を使って、ご自分の年代別論文数推移

と引用された回数の年代別推移の集計レポートが作成できます。 

 

STEP①：Web of Science にログインする 

広島大学図書館トップページの「データベース（学内限定）：Web of Knowledge」

http://www.lib.hiroshima-u.ac.jp/database/wok.html からログイン。 

または http://www.webofknowledge.com/にアクセスしてください。 

 

STEP②：「著者ファインダー」で著者を特定する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.「著者ファインダー」をクリック 

同姓同名の著者を研究分野、所属機関、国／

地域などで識別ができる機能です。 

ResearcherID http://www.researcherid.com を

取得されている場合は【補足】を参照 

 

2. 姓とイニシャルを入力し「名前で検索」

をクリック（ワイルドカード（ * $ ? ）は

使用不可） 

例）浅原利正 

姓：asahara イニシャル：t 

3.「著者セット」の一覧が表示されます。著者セットの絞り込みの「著者と共著者の所属」で「HIROSHIMA 

UNIV」および過去に所属していた機関をチェックして「絞り込み」をクリックしてください。（「その他の

オプション…」をクリックすると機関一覧が表示されます） 

4.絞り込み後、著者セット一覧から同一著者と思われるセットにすべてチェックを入れて「レコードを表示」

をクリックしてください。 

【著者セット】とは 

著者識別システムにより同じ著

者の手による可能性がある論文

記事を自動集計したセットです 

 

広島大学研究者のみなさま                            2012年 10月 5日 

                                         広島大学図書館 



ご自分の論文数・被引用数の集計方法                

（Web of Science「引用レポート作成」機能の利用方法） 
 

STEP③：引用レポートの作成 （検索結果が 1 万件を超えると引用レポートは作成できません。） 

 

 

 

【補足】ResearcherID からの引用レポートの作成 

ResearcherID を登録サイト http://www.researcherid.com/ にて取得し（登録無料）、[My Publications] リ

ストに自著の論文を事前に登録しておくことにより、より正確な引用レポートの作成が簡単にできます。 

 

 

 

（引用レポート作成手順） 

1.Web of Science にログイン 

2.検索フィールドを「ResearcherID」に指

定し、ＩＤを入力後、検索をクリック 

3.ドキュメントタイプの絞り込み後、検索結

果一覧画面右上の「引用レポートの作成」を

クリック（→ＳＴＥＰ3 を参照） 

[My Publications] [My Publications] [My Publications] [My Publications] リストリストリストリストへのへのへのへの登録方法登録方法登録方法登録方法    

Web of Science で自著論文を検索して、検索結果詳細画面右上の

「ResearcherID」アイコンをクリックすると、案内に従って登録がで

きます。ResearcherID 未登録の場合も、ここから取得申込ができます。 

1.会議録などを除く

ためドキュメントタ

イプの絞り込みをし

ます。 

（例：ARTICLE, 

PROCEEDINGS 

PAPER, REVIEW, 

NOTE をチェック） 

 

2. 絞込み後、画面右

上の「引用レポート

の作成」をクリック

してください。 

論文一覧に無関係な

論文が含まれている

場合は、チェックをし

て「Ｇｏ」をクリック

すれば削除されます。

また、期間を指定して

レポートを作成する

こともできます。 

（問い合わせ先）広島大学中央図書館 調査相談サービス主担当 東広島 6216 tosho-fukyu-chosa@office.hiroshima-u.ac.jp 


